
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よよくくががんんばば
りりままししたた！！

  

特　集  親子で感じた“議会ってなあに？”　
　　　　　～夏休み親子議会見学ツアー～・・・・・・・・・・・・・・ 　P 　    2

議　案  ９月定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　P 　   4
委員会  各常任委員会ピックアップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　P 　 ６

個人質問  ここが聴きたい　市政を問う・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　P 　    9

親子で楽しむ学びの夏！親子で楽しむ学びの夏！
議会見学ツアー議会見学ツアー

No.216
2025.11.1 発行

りっとう議会だより

こころには　いろんなきもちが　あるんだよ　（人権啓発作品集　標語入選作品）



親
子
で
感
じ
た

ようこそ！栗東市議会へ

●議長、副議長選挙について
●議員の役割について

1

議長室

夏休み親子議会
見学ツアー

移動時間になったらブザーでお知らせ

●議会運営委員会について
●議員控室（会派室）について

●オリエンテーション

談話室3

●「議会だより」について
●過去の議会だより閲覧タイム

委員会室

修了証授与

？？
修了おめでとう！！

昨年からの検討をかさね
今回の夏休み親子議会見学
ツアーはゆったりと説明や
撮影ができ、児童や保護者
との交流も深まりました。
会場を４か所に絞り、滞在時間を延ばすこと
で落ち着いた案内が可能となり、議会ノート
も選択書き込み式にしたことでスムーズに進
行しました。アンケートの結果からも満足度
の高い内容となりました。
議員からも「今後も継続して開催し、市民
に身近な議会を実感してもらう場にしたい」
との前向きな意見が多く寄せられました。ご
参加いただいたみなさん、本当にありがとう
ございました。 特集ページ担当：谷口・塩見

当日の様子は
HP・栗東かわら版で
チェック！

ツアーを終えて

議
会
っ
て
な
あ
に

議
会
っ
て
な
あ
に

撮影タイム

7

6

協議会室

4

楽しかった部屋����2

5

●議会のしくみ
●議場のルールについて
●傍聴席について

８
月
２
日
に
親
子
議
会
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

ホームページ 栗東かわら版 (1:57)
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 ９月定例会
審議した議案など　　＊賛否が分かれた案件は（別表）

件　名 採択結果

人
事

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求
めることについて
( 大川すみ子氏）

適任・全

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求
めることについて
（北川智恵子氏）

適任・全

栗東市教育委員会委員の任命につき議会の
同意を求めることについて
（清水　厚芳氏）

同意
（別表）

条
例

栗東市立地域子育て支援センターの設置及
び管理に関する条例の制定について
（大宝東、金勝、治田東児童館を地域子育
て支援センターとして再編）

可決・全

栗東市青少年問題協議会設置条例を廃止す
る条例の制定について
（青少年問題協議会の役割希薄化に伴い、
条例廃止をするもの )

可決・全

条
例
（
一
部
改
正
）

栗東市議会議員及び栗東市長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
（選挙用ポスター及びビラの公費負担の限
度額を引き上げ）

可決・全

栗東市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
（住登外者管理機能を取り扱うための改正）

可決・全

栗東市特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
（児童館の再編に伴う所要の改正）

可決・全

件　名 採択結果

栗東市立幼保連携型認定こども園の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
（市内３幼児園を認定こども園に移行する
ための改正）

可決・全

栗東市水道事業給水条例等の一部を改正す
る条例の制定について
（災害時等に他市町村指定工事店で給排水
工事を行えるようにするための改正）

可決・全

栗東市都市公園条例の一部を改正する条例
の制定について
（施設使用料について所要の改正）

可決
（別表）

栗東芸術文化会館の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
（施設使用料について所要の改正）

可決
（別表）

栗東市体育館の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
（施設使用料について所要の改正）

可決
（別表）

栗東市屋外体育施設の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につい
て
（施設使用料について所要の改正）

可決・全

そ
の
他

栗東市道路線の変更について
( 北尾団地 5号線） 可決・全

栗東市道路線の認定について
( 安養寺野田 3号線、岡区内 10 号線、坊
袋西浦線、西浦団地９号線、六地蔵尼ケ谷
３号線）

可決・全

意
見
書

OTC類似薬の公的保険外しを中止するよ
う求める意見書

否決
（別表）

消費税率 5％以下への引き下げとインボイ
ス制度の廃止を求める意見書

否決
（別表）

令和 6年度　一般会計・特別会計　決算

会計名 決算額 採決結果 会計名 決算額 採決結果

一般会計 297億2,120万9,724円 認定・別表 栗東墓地公園特別会計 682万7,573円 認定・全

土地取得会計 1億2,085万1,763円 認定・全
大津湖南都市計画事業栗
東新都心土地区画整理事

業特別会計
6,626万2,018円 認定・全

国民健康保険特別会計 54億3,141万7,913円 認定・別表 水道事業会計 22億5,312万5759円 可決・認定・全

後期高齢者医療特別会計 9億129万4,172円 認定・別表 公共下水道事業会計 29億9,648万39円 可決・認定・全

介護保険特別会計 42億7,070万8,806円 認定・別表 農業集落排水事業特別会計 2,621万5,516円 認定・全

令和 7年度　一般会計　補正予算（専決）

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第 4号） 1億 9,353 万円（増額） 308 億 2,355 万 5千円 民生費の増額 承認・別表

りっとう議会だより 2025.11.1 4



令和 7年度　一般会計・特別会計　補正予算

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第 5号） 4億 5,938 万 8千円（増額） 312 億 8,294 万 3千円 民生費の増額等 可決・全

国民健康保険特別会計（第 1号） 5,398 万１千円（増額） 53億 8,051 万円 総務費等の増額 可決・全

後期高齢者医療特別会計（第１号） 561 万円（増額） 9億 2,785 万 5千円 総務費の増額 可決・全

介護保険特別会計（第１号） 499 万 2千円（増額） 44億 1,207 万 2千円 総務費の増額 可決・全

賛否の公表
賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多 = 賛成多数、少 = 賛成少数　　○…賛成、●…反対）

会派名
議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 ネットワーク 公明 共産 究理 未来
上
田　

忠
博

三
木　

敏
嗣

中
野　

光
一

梶
原　

美
保

西
田　
　

聡

寺
田　

靖
広

奥
村　
　

明

田
村　

隆
光

上
石
田
昌
子

谷
口　

律
香

川
嶋　
　

恵

塩
見　
　

隆

青
木　

千
尋

伊
吹　
　

裕

武
村　
　

賞

櫻
井　

浩
司

島
田　

利
恵

人
事

栗東市教育委員会委員の任命
につき議会の同意を求めるこ
とについて

多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ●

予算 一般会計（第 4号） 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

令
和
６
年
度

一
般
会
計・特
別
会
計
決
算

一般会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇　 ● ● 〇 〇 〇

介護保険特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

条
例

栗東市都市公園条例の一部を
改正する条例の制定について 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

栗東芸術文化会館の設置及び
管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

栗東市体育館の設置及び管理
に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

意
見
書

OTC類似薬の公的保険外し
を中止するよう求める意見書 少 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 ●

消費税率 5％以下への引き下
げとインボイス制度の廃止を
求める意見書

少 ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● ● ●

※議長（里内英幸議員）は採決に加わらない
※会派名の正式名称は次の通り ﾈｯﾄﾜｰｸ（栗東市民ﾈｯﾄﾜｰｸ）、公明（公明栗東）、共産党（日本共産党栗東市議団）、究理（究理の会）、未来（未来創造りっとう）

9月定例会の概要
本会議【開会】
市から議案について説明

本会議【閉会】
4常任委員長による審査経過・結果報告および
委員長報告への質疑。議案討論・採決。

P6～
常任委員会
4常任委員会でそれぞれ付託された議案を審査。
委員会としての賛否を決定。

8/298/29

9/269/26 9/11・129/11・12
決算特別委員会
決算の審査。
委員会としての賛否を決定。

9/16～229/16～22

本会議【個人質問】
12人の議員が市政全般について質問。

P9～9/8・99/8・9

P8

りっとう議会だより 2025.11.15

▲左　石川県 馳知事、
　右　沖縄県 中川県議会議長 と

正副議長正副議長のの

さらに少しでも開かれ
た、身近な議会になりま
すように、日ごろの出来
事や、思いをつぶやいて
みました。

議長・副議長の
投稿コーナーを設置

つぶやきつぶやき

全国議長会研究フォーラムに参加し、「地
方議員のなり手不足」について学びました。
地域ごとに事情は様々ですが、まず大切な
のは、私たち議員一人
ひとりが学び、力を高
めていくことだと感じ
ています。議会改革を
進めながら、市民の皆
さまにとってもっと身
近で頼れる議会を目指
してまいります。

（川嶋副議長）

待ちに待った国スポ・障スポが県内を中心に開幕
し、レスリング会場では、緊張感の中にも、時には
歓声がこだまする、大変盛りあがった大会となりま
した。

また、多くの関係
者が栗東市にお見え
になり、これらの親
睦も国スポならでは
の大変有意義な大会
となりました。

（里内議長）    
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所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上石田 昌子、○西田 聡　※議長（里内英幸）を除く全員

観
光
振
興
の
た
め
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
業

務
を
委
託
し
ま
す

（
観
光
振
興
事
業
）

導
入
業
務
委
託
料
は

３９６
万
９
０
０
０
円
だ
が
、業

務
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

 

現
在
、地
域
お
こ
し
協
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隊

の
制
度
に
つ
い
て
は
、未
整
備

な
こ
と
か
ら
作
成
に
至
る
制

度
設
計
、募
集
要
領
の
掲
載

に
係
る
助
言
、選
考
ま
で
が

委
託
の
範
囲
と
な
る
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任

期
は
。

 

年
数
に
つ
い
て
は
３
年
が
上

限
で
あ
り
、そ
の
期
間
の
活

動
経
費
等
が
特
別
交
付
税
措

置
対
象
と
な
る
。

※
特
別
交
付
税
措
置
…
国
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活

動
経
費
を
助
成
さ
れ
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
通

学
補
助
を
開
始
し
ま
す

（
児
童
生
徒
支
援
室
設
置

事
業
）

 

現
在
12
名
が
該
当
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、補
助
開
始
時

期
お
よ
び
全
員
が
補
助
対
象

と
な
る
の
か
。

 

本
年
10
月
か
ら
支
給
を
予
定

し
て
お
り
、全
員
が
補
助
対

象
と
な
る
。

 

補
助
額
を
月
額
１
万
円
と
し

た
根
拠
は
。

 

滋
賀
県
の
補
助
を
活
用
し
、

他
市
町
の
状
況
を
参
考
に
決

定
し
た
。

中
学
校
の
部
活
指
導
を
一

部
、
地
域
に
移
行
し
て
い

き
ま
す

（
文
化
体
育
活
動
補
助
事

業
）

 

指
導
者
へ
の
謝
礼
に
つ
い
て
、

対
象
と
な
る
ク
ラ
ブ
や
謝
礼

の
内
容
は
。

 

モ
デ
ル
取
り
組
み
と
し
て
卓

球
と
柔
道
を
地
域
移
行
す
る
。

卓
球
は
平
日
と
土
日
で
２
日
、

柔
道
は
平
日
１
日
の
活
動
で

指
導
者
は
い
ず
れ
も
２
名
で

あ
る
。

予算常任委員会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
い
よ
い
よ
導
入
へ
！

選
挙
公
費
負
担
の
見
直
し
と

行
政
手
続
の
効
率
化
を
推
進

総務常任委員会 所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎三木 敏嗣、○上石田 昌子、西田 聡、島田 利恵、奥村 明

～9月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～
※委員長報告を映像で
　ご覧いただくことができます

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ
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児
童
館
運
営
委
員
会
を
こ
ど

も
子
育
て
会
議
に
統
合
へ

 

児
童
館
運
営
委
員
会
委
員
の

今
後
の
処
遇
は
。  

 

児
童
館
運
営
委
員
会
は
８
名
、

重
複
す
る
委
員
を
一
部
統
合

す
る
。

葉
山
・
葉
山
東
・
治
田
東
幼

児
園
が
「
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
」
に

〇 

園
舎
は
継
続
使
用
し
、定
数

変
更
は
、規
則
で
対
応
す
る

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
移
転
に
伴
う
安
全
強

化
・
駐
車
料
金
を
議
論
に

 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

大
宝
東
設
置
に
際
し
、
ト
イ

レ
の
安
全
対
策
は
。  

 

商
業
施
設
と
し
て
通
常
の
安

全
対
策
を
実
施
。
窓
を
多
く

設
け
ト
イ
レ
へ
の
導
線
を
目

視
で
き
る
よ
う
整
備
し
安
全

に
配
慮
す
る
。

 

移
転
後
、
駐
車
場
料
金
は
発

生
す
る
か
。
発
生
す
る
場
合

は
利
用
者
の
利
便
性
を
損
な

わ
な
い
か
。

 
商
業
施
設
駐
車
料
金
と
同
様

の
料
金
体
系
と
な
る
。
無
料

化
が
望
ま
し
い
が
シ
ス
テ
ム

上
難
し
い
。事
前
周
知
し
て

理
解
を
求
め
る
。

都
市
公
園
・
文
化
体
育
施

設
の
使
用
料
を
約
20
年
ぶ

り
に
見
直
し

 

高
齢
者
の
外
出
機
会
減
少
を

防
ぐ
配
慮
を
含
め
各
施
設
の

利
用
が
も
た
ら
す
効
能
等
を

総
合
的
に
考
え
た
料
金
設
定

に
す
べ
き
。  

 

料
金
は
約
20
年
据
え
置
か
れ

て
お
り
赤
字
補
填
の
た
め
改

定
は
や
む
を
得
え
な
い
。
高

齢
者
福
祉
、
健
康
増
進
等
を

考
慮
し
メ
リ
ハ
リ
あ
る
設
定

を
目
指
す
。
設
定
し
た
金
額

は
上
限
額

で
あ
り
、

今
後
指
定

管
理
者
と

相
談
し
設

定
す
る
。

青
少
年
問
題
協
議
会
を
廃
止

廃
止
後

〇 

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題

解
決
に
向
け
て
、各
関
係
機

関
と
の
専
門
的
な
会
議
に
お

い
て
協
議
し
て
い
く

▲給水管工事

▲市民体育館

子
育
て
支
援
体
制
・
公
共
施
設
運
営
の

見
直
し
進
む
！

文教福祉常任委員会 所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上田 忠博、○谷口 律香、櫻井 浩司、中野 光一、
青木 千尋、塩見 隆

常任
委員会
とは

市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的
な審査や重要な事柄の調査をしています。現在、４つの委員会に分かれ、議案など
を審査しています。

環境建設常任委員会 所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎武村 賞、○寺田 靖広、田村 隆光、川嶋 恵、梶原 美保、	
伊吹 裕 　

 

ど
の
程
度
の
災
害
規
模
で
、

市
外
の
指
定
業
者
に
応
援
を

依
頼
す
る
の
か
。

 
災
害
発
生
時
の
規
模
に
も
よ

る
が
、市
内
で
登
録
し
て
い

る
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
２３３
社
、指
定
下
水
道
工
事

店
１７７
社
で
、復
旧
工
事
に
対

応
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
れ

ば
市
外
の
指
定
業
者
に
応
援

を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
る
。

 

国
土
交
通
省
か
ら
の
通
達
を

受
け
た
条
例
改
正
で
あ
る
が
、

他
の
市
町
も
一
斉
に
取
り
組

ま
れ
る
の
か
。ま
た
、通
達
は

い
つ
か
。

 

国
土
交
通
省
か
ら
、全
て
の

市
町
村
に
通
達
し
て
い
る
。

市
町
村
の
判
断
で
随
時
、条

例
改
正
が
行
わ
れ
る
。ま
た
、

通
達
日
は
、令
和
７
年
４
月

22
日
で
あ
る
。

住
宅
開
発
等
に
伴
う
市
道

の
認
定

 

安
養
寺
野
田
３
号
線
は
、大

き
な
ク
ラ
ン
ク
が
あ
る
。幅

員
に
問
題
は
な
い
か
。

 

幅
員
は
６
メ
ー
ト
ル
以
上
確

保
出
来
て
い
る
。開
発
の
技

術
基
準
及
び
道
路
構
造
上
、

問
題
な
い
。

災
害
時
に
備
え
る
安
心
の
ま
ち
へ
！

上
下
水
道
等
の
条
例
を
改
正
し
ま
す
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特

集

委
員
会

定
例
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

委
員
会

個
人
質
問

▲くりちゃんバス ▲大橋団地

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎谷口 律香、○塩見 隆　
	 　※議長（里内 英幸）、監査委員（梶原 美保）を除く全員

♦
令
和
６
年
度
の
税
金
の
使
い
道

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

も
っ
と
身
近
に
！
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

 
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数

が
４
７
２
０
人
に
達
し
た
が
、ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。ま
た
将

来
的
な
目
標
は
。

 

現
在
の
登
録
者
数
は
５
９
１
３

名
。目
標
は
人
口
７
万
人
を
ベ
ー

ス
に
、令
和
６
年
度
末
は
５
％
に

あ
た
る
３
５
０
０
人
を
目
指
し

て
い
た
。

 

利
便
性
を
高
め
、目
標
を
高
め
に

持
っ
て
は
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
「
馬
」
で
魅
力

発
信
は

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収
に
向
け

て
の
見
解
は
。

 

増
収
に
結
び
つ
か
な
い
要
因
を

分
析
し
て
い

る
。魅
力
あ

る
返
礼
品

の
選
定
や

開
発
を
引

き
続
き
進

め
て
い
る
。

 

栗
東
の「
推
し
」が
馬
で
あ
る
な

ら
、ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
に

馬
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

増
え
る
不
納
欠
損　
税
の
公
平

性
を
！

 

令
和
６
年
度
の
不
納
欠
損
額
が

２
０
０
０
万
円
増
え
、特
に
固
定

資
産
税
が
増
加
し
た
理
由
は
。

 

大
口
案
件
の
固
定
資
産
税
に
よ

る
も
の
。差
押
え
を
し
て
い
た
不

動
産
の
競
売
後
、法
人
の
破
産

手
続
終
了
に
よ
り
執
行
停
止
と

な
り
、１
３
９
４
万
９
千
円
を
不

納
欠
損
額
と
し
て
計
上
し
た
。

危
険
な
電
池
ど
う
す
る

 

環
境
省
か
ら
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
を
市
町
村
が
回
収
す
る
方

針
が
示
さ
れ
た
が
、処
分
の
方

法
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る
か
。

 

現
時
点
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
手

引
き
は
な
い
。

市
営
住
宅
の
早
期
修
繕
で
有
効

活
用
を
！

 

昨
年
度
の
答
弁
で
は
、改
修
す
れ

ば
入
居
で
き
る
部
屋
は
６５
戸
だ

っ
た
が
、現
在
は
何
戸
か
。

 

現
在
は
６４
戸
。た
だ
し
安
養
寺

団
地
と
大
橋
団
地
に
お
い
て
給

排
水
工
事
が
必
要
で
あ
り
、移
転

に
伴
う
空
き
部

屋
確
保
を
考
慮

す
る
と
、改
修

す
れ
ば
入
居
で

き
る
部
屋
は
18

戸
と
な
る
。

バ
ス
の
利
便
性
は
向
上
し
た
か

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
決
済
を
導
入
し
た
効
果
は
。

 

バ
ス
の
現
在
地
が
分
か
り
助
か

る
と
の
声
が
あ
り
、ア
プ
リ
利
用

者
か
ら
直
接
意
見
も
得
ら
れ
て

い
る
。Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
決
済
導
入
で
、

現
金
や
回
数
券
に
加
え
ス
ム
ー

ズ
な
支
払
い
が
可
能
と
な
り
、利

便
性
の
向

上
に
つ
な

が
っ
て
い

る
。

生
活
困
窮
者
支
援
の
情
報
発
信

を
！

 

市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
は
居
住
支

援
や
就
労
訓
練
な
ど
の
事
業
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。市
民
に
わ

か
り
や
す
い
形
で
掲
載
し
て
は

ど
う
か
。

 

ど
の
よ
う
な
形
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
こ
と
が
困
窮
者
の

支
援
に
つ
な
が
る
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

保
育
士
の
人
材
確
保
は

 

「
り
っ
と
う
ｄｅ
保
育
の
お
仕
事

フ
ェ
ア
」の
就
労
目
標
人
数
と
成

果
は
。

 

目
標
は
設
け
て
い
な
い
が
、２
回

で
12
名
が
来
場
し
、２
名
が
就
労

に
つ
な
が
っ
た
。必
要
と
な
る
保

育
士
数
は一
概
に
言
え
な
い
が
、

待
機
児
童
が
全
員
入
所
で
き
る

よ
う
確
保
し
た
い
。

く
り
ち
ゃ
ん
検
定
の
成
果
は

 

終
了
し
た「
く
り
ち
ゃ
ん
検
定
」

「
く
り
ち
ゃ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
取

り
組
み
を
検
証
し
て
い
る
の
か
。

教
育
向
上
の
た
め
デ
ー
タ
を
残

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

継
続
的
に
定
点
で
検
証
す
る
こ

と
は
大
事
な
観
点
。今
後
デ
ー

タ
収
集
を
検
討
し
て
い
く
。

決算特別委員会

市
の
財
政
を
チ
ェ
ッ
ク
！　

税
金
は
ど
う
活
か
さ
れ
た
！？

特定の案件を審査する必要がある場合などに、議会の議決により設置される委員会
です。現在の特別委員会は「決算」（9月30日まで）、「議会広報編集」「議会改
革」「環境センター整備」があります。

特別
委員会
とは
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個 人 質 問 ここが聴きたい 市政を問う
～9月定例会での個人質問と答弁の要旨をお伝えします～

指定管理施設から『納付金』を徴収
上石田 昌子 議員

納
付
金
の
導
入
に
つ
い
て
は
７
月
末

に
初
め
て
議
会
に
説
明
し
一
旦
は
白

紙
・
撤
回
。
３
週
間
ほ
ど
の
間
に
庁
内
で
急
ご

し
ら
え
の
議
論
を
重
ね
、
５
日
後
の
公
募
に
間

に
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
進

め
ら
れ
た
。
制
度
導
入
の
意
義
や
目
的
を
整
理

し
、
ど
の
よ
う
な
施
設
に
ど
の
よ
う
な
基
準
で

適
用
す
べ
き
か
、
有
識
者
を
加
え
た
十
分
な
議

論
と
議
会
へ
の
丁
寧
な
説
明
、
ま
た
現
指
定
管

理
者
へ
の
適
正
な
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
が
不

可
欠
で
は
な
い
か
。

制
度
導
入
は
、
７
月
９
日
の
総
合
調

整
会
議
で
方
向
性
を
共
有
し
、
８
月
19

日
に
同
会
議
で
審
議
決
定
し
た
。

議
会
説
明
会
で
の
「
納
付
金
は
上
限

50
％
・
利
益
の
35
％
」
と
い
う
説
明
内

容
だ
け
で
は
算
定
基
準
が
あ
ま
り
に
も
不
透
明

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
指
定
管
理
者
の
経
営
を
直

撃
し
か
ね
な
い
が
、
課
税
所
得
と
の
整
合
性
、

損
金
算
入
可
否
の
想
定
等
、
算
定
根
拠
や
エ
ビ

デ
ン
ス
と
な
る
デ
ー
タ
や
資
料
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
所
轄
税
務
署
等
に
確
認
し
た
の
か
。

納
付
金
は
損
金
算
入
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
納
付
金
の
上
限
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
の
利
益
と
施
設
の
維
持
管

理
の
た
め
の
公
益
を
総
合
的
に
判
断
し
て
上
限

設
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
税
務
署
に
も
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
損
金
算
入
も
認
め
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
問
題
な
い
。

他
の
施
設
へ
の

導
入
は
ど
う
か
。

一
定
の
利
益
を

見
込
め
る
施
設
に

つ
い
て
所
管
課
が
導
入
を

検
討
す
る
。

問問 問 答答答

議席番号 質 問 者 質 　 　 問 　 　 事 　 　 項

12 上 石 田 昌 子 １ 指定管理における情報管理と制度の適正運用について

16 上 田　 忠 博 １ ｢夏季限定スクールバス導入」について

11 谷 口　 律 香 １ さきらにおける避難所機能と防災体制について
２ 夏休みの子どもの居場所づくりについて

5 寺 田　 靖 広 １ 市役所勤務の教員の残業手当について
２ 市役所と市施設のお盆休みについて

13 田 村　 隆 光 １ 随意契約の運用と透明性向上について

4 奥 村 　 明
 こどもまんなか社会の実現にむけて　
１ 不登校対策として校内教育支援センター支援員の更なる拡充について
２ 小中学校体育館への空調設備の早期導入へむけて
３ 中学校入学時ヘルメット助成制度の導入について

3 塩 見 　 隆 １ 財政負担ゼロでできる「手ぶら登園」制度の導入について
２ 妊娠期の歯科健診助成制度の導入について

10 島 田　 利 恵
１ 職員の成長と市民サービスの質向上を実現するための人的資本投資と

DX の活用について
　　― 学びと挑戦を支える「動ける組織」への変革 ―

2 伊 吹 　 裕
１ 社会的米不足問題と栗東市の農業の今後について
２ 人権尊重と多文化共生の推進について
３ マイナンバーカードの更新事務と資格確認書の発行に関する
　 市の責務について

9 三 木　 敏 嗣 １ 地域公共交通政策について

1 青 木　 千 尋 １ 安全な水道水の確保を、有機フッ素化合物の対応について
２ 市のクーリングシェルターを市民が利用しやすいものに

8 中 野　 光 一 １ 市立図書館の活性化と市民の知的好奇心向上に向けた施策について

問 …議員の質問　答 …市からの回答　意 …議員の意見

個人質問とは？
皆さんの生活に関わる大切な
事柄について、議員が提言も
含めて市に考えを聞きます。
議長・副議長・監査委員は原
則個人質問を行いません。

分野別アイコン

気になる分野をチェック！

各記事に記載

くらし

子育て・教育

健康・福祉

安全・安心

まちづくり

その他

議会動画　配信中！
各議員の記事に掲載の二次元
コードを読み込んで、その議
員の個人質問の全体映像を
YouTube でご覧いただけます。

栗東市議会
YouTube

▲アグリの郷栗東

りっとう議会だより 2025.11.19



特

集

委
員
会

定
例
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

個
人
質
問

市役所勤務教員の時間外勤務手当

夏季限定スクールバス導入

寺田 靖広 議員

谷口 律香 議員

上田 忠博 議員

教
員
が
栗
東
市
で
勤
務
す
る
場
合
の
雇

用
形
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

滋
賀
県
か
ら
本
市
に
派
遣
さ
れ
る
際

に
一
旦
滋
賀
県
を
退
職
し
、
新
た
に
本

市
職
員
と
し
て
採
用
す
る
。

管
理
職
を
除
い
た
教
職
調
整
額
を
受

給
し
て
い
る
職
員
に
時
間
外
勤
務
手
当

は
ど
の
よ
う
に
支
払
わ
れ
る
か
。

教
員
に
は
給
料
月
額
の
４
％
を
教
職

調
整
額
と
し
て
支
給
し
て
い
る
。
こ
の

教
職
調
整
額
は
時
間
外
勤
務
手
当
の
代
替
措
置

で
あ
る
た
め
、
教
員
に
は
時
間
外
勤
務
手
当
を

支
給
し
て
い
な
い
。

市
役
所
に
お
い
て
は
教
員
と
は
別
の

内
容
の
仕
事
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
教
職
調
整
額
を
支
給
し
時
間
外
勤
務
手

当
を
支
給
し
て
い
な
い
こ
と
の
根
拠
は
。

県
か
ら
市
へ
の
派
遣
が
不
利
益
に
な

ら
な
い
よ
う
、
県
と
同
じ
給
料
表
や
給

与
制
度
を
適
用
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
隣
各
市
に
よ
っ
て
時
間
外
勤
務
手
当

支
払
い
の
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

市
と
し
て
県
に
対
し
、
見
解
を
求
め
る
べ
き
。

市
施
設
に
お
け
る
お
盆
休
み

市
役
所
庁
舎
に
お
い
て
、
お
盆
期
間

の
来
庁
者
数
は
普
段
と
ど
の
よ
う
に
違

い
が
あ
る
か
。

８
月
13
日
か
ら
15
日
の
来
庁
者
数
に

つ
い
て
は
、
本
庁
舎
全
体
で
は
少
な
い

状
況
に
あ
る
。

市
職
員

が
働
き
や

す
い
よ
う
に
お

盆
休
み
の
あ
り

方
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

安
心
し
て
避
難
で
き
る
場
所
に

さ
き
ら
が
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
が
現
行
の
協
定
書
で
は

そ
の
責
務
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
。
今
年
度

は
さ
き
ら
の
次
期
指
定
管
理
者
の
募
集
・
選
定

時
期
で
あ
り
、
募
集
要
項
や
協
定
書
に
お
い
て

防
災
体
制
の
整
備
と
責
務
を
明
記
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

災
害
対
応
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す

る
と
と
も
に
手
引
き
・
指
針
の
策
定
を

行
い
、
責
任
の
明
確
化
を
図
る
。

協
定
の
締
結
時
期
は
。

合
意
形
成
が
図
れ
次
第
、
早
急
に
締

結
す
る
。

夏
の
子
ど
も
の
居
場
所
充
実
を　
　

夏
休
み
に
市
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
が
分
散

し
て
い
る
。
情
報
を
一
元
化
し
て
提
供
す
る
こ

と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

令
和
６
年
８
月
よ
り
運
用
し
て
い
る

子
育
て
特
設
サ
イ
ト
を
活
用
し
分
か
り

や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
る
。

酷
暑
が
続
き
公
園
で
安
全
に
遊
ぶ
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
遊
具
に
よ

る
や
け
ど
防
止
の
た
め
の
高
性
能
塗
料
に
よ
る

熱
対
策
や
、
日
よ
け
の
屋
根
の
設
置
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

周
辺
環
境
等
も
踏
ま
え
総
合
的
に
安

全
対
策
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

全
天
候

型
の
大
型

屋
内
施
設
の
設
置

に
つ
い
て
市
の
見

解
は
。

現
時
点

で
検
討
し

て
い
な
い
。
既
存

児
童
館
の
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
活
用

児
童
の
登
下
校
時
間
、
距
離
が
概
ね
30

分
／
2.4
㎞
を
要
す
児
童
の
実
態
を
問
う
。

９
小
学
校
区
中
、
３
つ
の
校
区
で
10
地

区
の
156
人
の
児
童
が
該
当
。

夏
季
限
定
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
１
ヶ
月
（
６

月
20
日
～
７
月
20
日
）
導
入
に
向
け
た
財
政

的
試
算
、
導
入
に
お
け
る
可
能
性
を
問
う
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
運
転
手
を
運
行
委
託

す
る
方
法
で
は
、
年
間
１
６
０
０
万
円
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
体
を
購
入
し
て
運
転
手
を
委

託
す
る
方
法
で
は
、
バ
ス
２
台
分
６
０
０
０
万
円
、

導
入
経
費
と
運
転
手
委
託
料
年
間
580
万
円
と
な
る
。

こ
の
結
果
か
ら
可
能
性
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
導
入
や
モ
デ
ル
事
業
の
実
現
は
、
現
時
点
で
は

厳
し
い
と
考
え
る
。

｢

栗
東
市
小
学
校
遠
距
離
児
童
通
学
乗
車
券  

交
付
制
度
」
の
柔
軟
な
改
正

「
小
学
校
遠
距
離
児
童
通
学
乗
車
券
交

付
制
度
」
の
通
学
距
離
、
時
間
等
条
件
を

緩
和
し
、
猛
暑
に
対
応
で
き
る
制
度
改
正
の
可
能

性
を
問
う
。制

度
の
弾
力
的
運
用
で
対
象
を
広
げ
た

経
緯
も
あ
り
完
全
に
否
定
で
き
な
い
が
、

現
実
運
転
手
不
足
が
深
刻
な
現
状
で
は
厳
し
い
と

考
え
て
い
る
。

教
育
政
策
と
地
域
交
通
政
策
の
融
合
に

つ
い
て
、
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
整
備

を
軸
と
し
た
「
栗
東
市
独
自
モ
デ
ル
」
に
向
け
た

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

「
栗
東
市
独
自
モ
デ
ル
」
の
構
築
と
い

う
視
点
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
で
き
る
か
交
通
政
策
担
当
課
と
も
協

議
を
し
て
い
く
。

国
・
県
等
の
補
助
金
等
の
確
保
、
要
望

の
方
針
を
問
う
。

補
助
金
は
条
件

を
満
た
す
も
の
が

な
く
検
討
し
て
い
な
い
。

要
望
に
つ
い
て
は
、
通
学

時
の
安
全
確
保
を
要
望
し

て
い
る
が
、
さ
ら
に
強
化

で
き
る
よ
う
要
望
し
て
い

く
。

問問問問

問問問問問

問問問問問

答答答答

答答答答 答

答答答答答

さきらの避難所機能と
夏休みの子どもの居場所づくりを問う

意意

▲栗東市役所

▲栗東芸術文化会館さきら
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オムツサブスク（手ぶら登園）制度の実証実験的な導入

こどもまんなか社会の実現にむけて
『中学校入学時のヘルメット助成制度の導入へむけて』

随意契約の運用と透明性向上へ

塩見 隆 議員

奥村 明 議員

田村 隆光 議員

８
月
に
既
に
導
入
し
て
い
る
他
市
の

保
育
所
を
視
察
し
、
更
に
３
市
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
６
月
議
会
の
答
弁
で
懸

念
さ
れ
た
課
題
は
必
ず
し
も
大
き
な
障
害
で
は

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
導
入

を
希
望
す
る
園
か
ら
「
実
証
実
験
的
な
導
入
」

を
開
始
で
き
な
い
か
。

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
約

７
割
の
方
が
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
ま
ず
は
１
園
で
の
実
証
実
験
の
実
施

を
考
え
て
い
く
。

来
年
度
の
入
所
説
明
会
ま
で
に
方
向

性
を
示
す
こ
と
は
可
能
か
。

今
後
、
入
所
説
明
会
ま
で
に
実
証
実

験
の
実
施
に
向
け
、
各
種
調
整
を
進
め

て
い
く
。

妊
娠
期
の
歯
科
健
診
費
用
の
助
成

妊
娠
中
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変

化
に
よ
り
歯
肉
が
腫
れ
や
す
く
、
む
し

歯
や
歯
周
病
が
悪
化
し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
歯
周
病
は
早
産
や
低
体
重
児
出
産
の

リ
ス
ク
因
子
で
も
あ
る
。
妊
娠
期
の
歯
科
健
診

費
用
助
成
制
度
の
導
入
の
考
え
は
あ
る
か
。

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
や
妊
娠
期
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
、
歯

科
健
診
の
受
診
状
況
、
近
隣
市
の
状
況
な
ど
実

情
把
握
を
行
い
、
来
年
度
の
歯
科
保
健
専
門
委

員
会
の
意
見
を
ふ
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

不
登
校
対
策
と
し
て
支
援
員
の
拡
充
に
む
け
て

支
援
員
の
増
員
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

具
体
的
な
成
果
に
つ
い
て
、
学
校
現
場

の
実
感
と
し
て
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、

支
援
を
受
け
た
児
童
生
徒
・
保
護
者
は
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

開
室
日
や
開
室
時
間
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、不
登
校・不
適
応
傾
向
の
児
童・

生
徒
が
こ
れ
ま
で
よ
り
安
定
し
て
学
校
に
通
え

て
い
る
現
状
が
見
ら
れ
る
。
不
登
校
・
不
適
応

児
童
生
徒
の
居
場
所
が
教
室
以
外
に
も
あ
る
こ

と
が
児
童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
安

心
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

小
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
の
早
期
導
入
へ

整
備
を
進
め
る
具
体
的
な
計
画
・
対

象
校
・
予
算
措
置
の
有
無
と
、
中
長
期

的
に
全
校
整
備
を
進
め
る
場
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

財
政
負
担
の
平
準
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、

災
害
時
に
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る

広
域
避
難
所
の
機
能
強
化
と
、
夏
季
に
お
い
て

も
使
用
頻
度
が
高
い
中
学
校
の
体
育
館
等
へ
の

空
調
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
令
和
９
年
度
夏
の

運
用
開
始
を
目
指
し
て
計
画
を
進
め
て
い
る
。

中
学
校
入
学
時
ヘ
ル
メ
ッ
ト
助
成
制
度
の
導
入
へ

本
市
に
お
い
て
、
中
学
校
入
学
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
対
す
る
助
成
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

全
国
的
に
続
く
物
価
高
騰
の
中
で
中

学
校
入
学
時
に
多
く
の
家
庭
が
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
財
政

負
担
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
上
限
額
や

助
成
割
合
、
助
成

対
象
等
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
、
実

現
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
く
。

市
の
財
政
運
営
は
、
社
会
保
障
費
の

増
加
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。
今
こ
そ
慢
性
的
な
随
意
契

約
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
本
市
の
随

意
契
約
の
総
件
数
と
金
額
、
財
務
規
則
に
定
め

ら
れ
た
基
準
額
を
超
え
る
随
意
契
約
の
年
度
別

件
数
と
総
額
を
問
う
。

随
意
契
約
の
総
数
に
つ
い
て
は
競
争

入
札
に
付
さ
な
い
少
額
な
消
耗
品
の
購

入
や
軽
微
な
修
繕
な
ど
、
件
数
が
膨
大
と
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
総
数
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
。

数
値
が
把
握
で
き
る
委
託
及
び
工
事
で
基
準
額

を
超
え
る
随
意
契
約
は
令
和
３
年
度
322
件
・
約

37
億
円
、
４
年
度
351
件
・
約
42
億
円
、
５
年
度

350
件
・
約
40
億
円
で
あ
る
。 

電
話
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
長
期
契
約
は

長
期
間
自
動
継
続
さ
れ
、
定
期
的
な
コ

ス
ト
検
証
の
機
会
を
失
う
と
と
も
に
適
正
性
の

検
証
が
困
難
と
な
り
契
約
を
見
直
さ
な
い
と
、

旧
来
の
条
件
で
高
止
ま
り
し
た
料
金
を
払
い
続

け
る
可
能
性
が
あ
る
。
長
期
随
意
契
約
の
考
え

方
や
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

電
話
等
の
イ
ン
フ
ラ
契
約
は
災
害
時

の
安
定
性
を
考
慮
し
随
意
契
約
を
継
続

し
て
き
た
が
、
今
後
は
時
代
の
変
化
を
考
慮
し
、

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
改
善
の
余
地
が
な

い
か
探
っ
て
い

く
。

問問問

問問

答答答

答答答

答答

▲手ぶら登園イメージ図

問問問
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個
人
質
問

地域公共交通政策の利便性向上にむけて

DXを使って栗東市の資本を増やそう！
～人的資本～

三木 敏嗣 議員

伊吹 裕 議員

島田 利恵 議員

市
内
郊
外
地
域
に
お
い
て
、
乗
り
継

ぎ
の
不
便
さ
や
所
要
時
間
の
長
さ
に
よ

り
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
な
ど
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
声
を
踏
ま
え
、
郊
外
地
域
と
草
津
駅
な
ど

主
要
拠
点
を
結
ぶ
直
通
バ
ス
路
線
の
新
設
や
、

実
証
運
行
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

本
年
８
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
現
行
の
バ
ス
利
用
状

況
を
踏
ま
え
、
今
年
度
進
め
て
い
る
地
域
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
検
討
の
中
で
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

交
通
便
の
新
設
・
改
善
は
一
自
治
会

の
声
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
地
域
全
体

の
移
動
ニ
ー
ズ
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。「
乗

車
率
が
低
い
」
と
い
っ
た
定
量
的
な
指
標
の
み

が
判
断
材
料
と
な
り
、
市
民
の
声
等
が
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

市
は
郊
外
地
域
か
ら
草
津
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
改

善
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
認
識
を
持
ち
、

住
民
の
要
望
や
生
活
実
態
を
ど
の
よ
う
に
政
策

判
断
に
反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
問

う
。

地
域
交
通

に
お
い
て
は

あ
ら
ゆ
る
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
等
を
分
析
し
、

運
行
事
業
者
と
も

協
議
を
重
ね
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
再
編
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

国
は
こ
れ
ま
で
の
農
政
を
変
更
し
て

米
の
増
産
に
切
り
替
え
て
い
く
考
え
。

栗
東
市
で
も
増
産
へ
の
明
確
な
方
針
を
示
す
べ

き
で
は
。米

の
増
産
は
生
産
者
の
意
向
に
よ
る

も
の
と
考
え
る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、

国
に
よ
る
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

国
の
動
向
に
注
視
し
て
い
く
。

小
規
模
・
家
族
単
位
で
の
コ
メ
農
家

の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
の
支
援
制
度

の
新
設
、
ま
た
は
既
存
制
度
の
対
象
拡
大
を
検

討
す
る
考
え
は
。

意
欲
あ
る

小
規
模
等
の

生
産
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
国
・

県
の
動
向
を
注
視

す
る
こ
と
と
併
せ
、

調
査
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

人
権
尊
重
と
多
文
化
共
生
の
推
進

外
国
人
排
斥
・
差
別
す
る
よ
う
な
風

潮
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は
。

外
国
人
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
外
国
人
住
民
の
方
も
含
め
、
一
人
ひ
と
り

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
が
必
要
。

今
後
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
共
生
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

資
格
確
認
書
の
発
行
事
務

後
期
高
齢
者
に
対
す
る
資
格
確
認
書

の
運
用
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
滋
賀
県

広
域
連
合
に
対
し
て
、
恒
久
的
な
交
付
継
続
を

求
め
る
こ
と
も
含
め
て
、
対
応
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
の

制
度
の
枠
組
み
の
中
で
可
能
な
限
り
市

民
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
外
注
業
務
を
庁

内
で
担
え
ば
数
千
万
の
財
源
が
生
ま
れ
る
。
そ

の
分
を
職
員
の
学
び
に
充
て
ら
れ
な
い
か
。

効
率
化
は
有
効
と
認
識
し
て
お
り
、
内
製

化
を
検
討
す
る
。
移
行
し
や
す
い
業
務
か
ら
進

め
、
既
存
計
画
を
抽
出
し
試
験
的
に
検
証
す
る
。

現
在
の
Ｄ
Ｘ
研
修
を
「
伝
言
ゲ
ー
ム
」
か

ら
上
司
と
若
手
が
共
に
学
ぶ
「
ペ
ア
参
加
型
研

修
」
で
進
め
て
は
ど
う
か
。

今
年
度
実
施
し
、
効
果
を
検
証
し
て
次
年
度

以
降
に
活
か
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
組
織
で

共
有
し
、
対
象
拡
大
も
検
討
す
る
。

職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
試
せ
る
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
型
実
験
制
度
」
を
導
入
し
挑
戦
文
化
を
育
て

て
は
ど
う
か
。

提
案
を
事
業
に
反
映
し
た
例
も
あ
り
、
積

極
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を
継
続
し
、
実
証
的

な
仕
組
み
も
研
究
す
る
。

県
が
実
施
の
若
者
と
職
員
が
共
に
考
え
る

取
組
は
挑
戦
文
化
を
育
て
る
が
、
本
市
で
も
導

入
で
き
な
い
か
。
元
県
職
員
の
副
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

有
効
な
手
法
で
あ
り
研
究
を
進
め
実
践
機

会
を
設
け
る
。
県
の
経
験
を
踏
ま
え
失
敗
を
前

向
き
に
捉
え
る
風
土
が
重
要
で
あ
る
。

組
織
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
像
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
は
。

リ
ー
ダ
ー
は
率
先
し
て
挑
戦
し
、
失
敗
か

ら
学
ぶ
姿
勢
が
必
要
。
耳
を
傾
け
共
に
考
え
る

こ
と
で
信
頼
を
築
き
、
人
材
育
成
に
努
め
る
。

検
証
だ
け
で
は
学
び
は
得
ら
れ
な
い
。
挑

戦
し
実

行
す
る
文
化
を

育
む
こ
と
で
職

員
の
質
が
高
ま

り
、
人
的
資
本

と
な
っ
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

問問

問問問問

問問問問問

答答

答答答答

答答答答答

社会的米不足問題と栗東市の農業の今後

意

▲くりちゃんバス

▲（栗東市HPより）

▲Next栗東プロジェクトはこちら
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市立図書館の活性化と周辺施設との連携

安全な水道水の確保を
〜有機フッ素化合物の対応〜

中野 光一 議員

青木 千尋 議員

図
書
館
の
貸
出
数
が
減
少
し
て
い
る

理
由
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

近
隣
市
と
比
較
し
て
年
間
購
入
冊
数

が
約
４
０
０
０
冊
少
な
い
。
蔵
書
の
充

実
と
本
館
の
環
境
を
活
か
し
、
屋
外
読
書
コ
ー

ナ
ー
の
再
設
置
や
マ
ル
シ
ェ(

キ
ッ
チ
ン
カ
ー)

の
開
催
、
小
径
（
こ
み
ち
）
の
有
効
活
用
な
ど

機
能
充
実
を
図
り
た
い
。

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
や
み
ど
り
号

(

栗
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
寄
贈)

に
つ

い
て
。

北
海
道
～
沖
縄
や
海
外
か
ら
も
カ
ー

ド
目
的
の
来
館
が
あ
り
、
８
月
20
日
現

在
で
５
４
６
５
枚
を
配
布
し
、
来
館
の
き
っ
か

け
や
本
市
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
た
。
み
ど
り
号
は
月
１
回
の
公
立
園
の
巡

回
に
よ
り
、
２
月
～

８
月
で
３
０
４
９
冊

の
貸
出
が
あ
っ
た
。

み
ど
り
号
を
通
じ
て

の
本
と
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
来
館
す

る
園
児
や
保
護
者
が

増
え
て
い
る
。

ホ
ー
ス
パ
ー
ク
を
計
画
す
る
に
あ
た

り
、
図
書
館
を
含
む
近
隣
施
設
と
の
連

携
は
。

図
書
館
や
歴
史
民
俗
博
物
館
、
自
然

観
察
の
森
の
３
施
設
合
同
の
事
業
展
開

は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
企
画
す
る
な
ど
盛
上
げ

て
い
き
た
い
。栗
東
健
康
運
動
公
園「
栗
東
ホ
ー

ス
パ
ー
ク
」
の
開
園
に
あ
わ
せ
て
各
施
設
が
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
相
乗
効
果
を
図
り
た
い
。

発
が
ん
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
件
で
令
和
5
年
12

月
で
質
問
し
た
。出
庭
水
源
地
の
浄
水
で
国
の

暫
定
目
標
値
1
L
当
た
り
50
（
※
）の
50
％
を

超
え
る
数
値
が
検
出
し
た
あ
と
の
対
応
は
。

令
和
６
年
８
月
５
日
に
４
か
所
の
全
水

源
地
で
原
水
井
戸
、観
音
寺
は
表
流
水
で

実
施
。結
果
は
浄
水
は
1
L
当
た
り
10
～
17

、

原
水
は
1
L
当
た
り
８
～
20

で
暫
定
目
標
値

1
L
当
た
り
50
以
下
を
下
回
っ
て
い
る
。

令
和
４
、５
、６
年
の
３
年
間
の
各
水

源
地
の
検
査
結
果
を
見
る
と
十
里
水
源

地
で
は
令
和
４
年
は
原
水
・浄
水
と
も
1
L
当

た
り
23

、令
和
５
年
は
浄
水
1
L
当
た
り

20

、令
和
６
年
は
原
水
で
1
L
当
た
り
20

、

浄
水
で
1
L
当
た
り
17

で
３
年
続
い
て
1
L

当
た
り
20

台
で
あ
る
。原
因
の
調
査
が
必
要

と
考
え
る
が
。

こ
れ
ま
で
の
検
出
傾
向
か
ら
現
在
は
必

要
な
い
と
考
え
る
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
自
然
界
で
は
分

解
さ
れ
に
く
く
、発
が
ん
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
も
の
。暫
定
目
標
値
よ
り
低
い
が
３
年
連

続
と
い
う
こ
と
は
継
続
的
要
因
が
あ
る
。濃
度

が
安
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
継
続
的
流
入

源
が
あ
る
と
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。原
因

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

予
防
的
観
点

か
ら
、今
年
度

は
年
２
回
、来
年
度
は

法
改
正
も
あ
り
年
４

回
と
調
査
回
数
を
増

や
し
、監
視
し
て
い
く
。

ま
た
、滋
賀
県
に
よ
り

水
道
の
み
な
ら
ず
、琵

琶
湖
や
河
川
で
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
て
い
く
。

問問問

問問問

答答答

答答答※
ng 

…
ナ
ノ
グ
ラ
ム

（
１g 

の
10
億
分
の
１
）

栗東市政治倫理審査会の設置

栗東市議会議員政治倫理条例第４条第１項の規定に基
づき、審査請求書が議長へ提出されましたので、同条例
第５条第１項の規定により、政治倫理審査会を設置しま
した。

審査委員については以下のとおりです。

委 員 長：	 中野　光一議員（新政会）
副 委 員 長：	 伊吹　裕議員（共産党栗東市議団）
委 　 　 員：	 上田　忠博議員（新政会）　
	 櫻井　浩司議員（究理の会）
	 塩見　隆議員（公明栗東）　
	 谷口　律香議員（栗東市民ネットワーク）

審査結果につきましては、
議会ＨＰや議会だよりでお伝えいたします。

傍 聴 にお越しください
　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
◦開会時間は、いずれも9 時 30 分を予定しています。
◦日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合がありますの
でご了承ください。
◦議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。	
◦手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連絡をお願いします。

●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL:551-0137 FAX:551-0146　
　 :gikai@city.ritto.lg.jp

12月定例会の予定 （土・日・祝は除く）

12月３日 本会議（議案上程等）

　　12日～16日 本会議（個人質問）

　　17日～19日 各常任委員会

　　24日 本会議（委員長報告・採決）

議 会 の 様 子は、 
開催後速やかに
YouTubeにアップ
しており、動画でも
ご覧いただけます。▶

▲十里水源地

▲みどり号

りっとう議会だより 2025.11.113



特

集

委
員
会

個
人
質
問

定
例
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

発行／栗東市議会　　編集／議会広報編集特別委員会　　〒５２０－３０８８　　滋賀県栗東市安養寺一丁目１３番３３号
ＴＥＬ／０７７－５５１－０１３７　ＦＡＸ／０７７－５５１－０１４６　メールアドレス／gikai@city.ritto.lg.jp

編 集 後 記
　8月2日に開催した「夏休み親子議会見学ツアー」では、子ど
もたちの素直な質問や笑顔に、私たちも元気をもらいました。議
会を身近に感じるきっかけとなれば嬉しく思います。今後も市民
の皆さまとのつながりを大切に、開かれた議会を目指してまいり
ます。（奥村）

（委員長）寺田　靖広　（副委員長）奥村　明
（委員）西田　聡　／　伊吹　裕　／　塩見　隆　／　谷口　律香

議会広報編集特別委員会

ホームページで全ページがフルカラーの
議会だより（PDF版）をお楽しみいただ
けます。

特集もPDF版はカラーに▲◦表紙写真　夏休み親子議会見学ツアー 修了！
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ようこそ！栗東市議会へ

●議長、副議長選挙について
●議員の役割について

1

議長室

夏休み親子議会
見学ツアー

移動時間になったらブザーでお知らせ

●議会運営委員会について
●議員控室（会派室）について

●オリエンテーション

談話室3

●「議会だより」について
●過去の議会だより閲覧タイム

委員会室

修了証授与

？？
修了おめでとう！！

昨年からの検討をかさね
今回の夏休み親子議会見学
ツアーはゆったりと説明や
撮影ができ、児童や保護者
との交流も深まりました。
会場を４か所に絞り、滞在時間を延ばすこと
で落ち着いた案内が可能となり、議会ノート
も選択書き込み式にしたことでスムーズに進
行しました。アンケートの結果からも満足度
の高い内容となりました。
議員からも「今後も継続して開催し、市民

に身近な議会を実感してもらう場にしたい」
との前向きな意見が多く寄せられました。ご
参加いただいたみなさん、本当にありがとう
ございました。 特集ページ担当：谷口・塩見

当日の様子は
HP・栗東かわら版で
チェック！
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撮影タイム

7

6

協議会室

4

楽しかった部屋����2

5

●議会のしくみ
●議場のルールについて
●傍聴席について

８
月
２
日
に
親
子
議
会
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

ホームページ 栗東かわら版 (1:57)
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令和7年8月23日栗東芸術文化会館さきらにて国道１号栗東水口道路
(主)大津能登川長浜線（馬場・上砥山工区）の開通式典が行われ、栗東
市議会議員も参加しました。この道路は湖南地区の国道１号線の主要
渋滞個所を避けることができ、移動時間短縮による物流の効率化や地
域間交流の活性化などに寄与することを目指しています。

▲開通式典

▲開通道路箇所

議会トピックス

●栗東市がここの場で話し合ったことでよりよい市にな
っていることがすごいと思った。

●市議会のことを知れてよかった。同級生に伝えたい。
●議員さんのいつもが分かって楽しかった。

●議員と直接話せて親子ともに栗東市議会への関心が
深まった。

●議会や議員に興味がない子どもだったがあきずに探
検できた。

●選挙活動では難しい言葉が多いが、今回は丁寧に子
どもに分かりやすく伝えてくれていた。

●私たちが知らないだけで実はオープンな雰囲気であ
ると感じた。

主要渋滞箇所

親子議会ツアーアンケート

申し込みをされた理由

企画内容に
興味があったから

議会や市政に
関心があったから

子どもから参加
したいと言われ
たから

夏休みの自由
研究にしたいと
思ったから

議員に会いたい
又は話をしたい
と思ったから

参加児童の声参加児童の声

保護者の声保護者の声

全員が
「また参加し

たい」
回答！

国道１号栗東水口道路（主）・
大津能登川長浜線（馬場・上砥山工区）
開通式に出席しました
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